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子どもの日本語教育研究会第９回大会
2024年 3月 9日（土）

菅原雅枝（愛知教育大学）
深澤のぞみ（金沢子どもスタディサポート）
青木由香（NPO法人アレッセ高岡）
村澤慶昭（武蔵野大学）
髙栁なな枝（地球っ子クラブ2000）
今澤悌（甲府市立大国小学校）



ワークショップ開催の経緯：プロジェクトAの活動
テーマ：実践から学ぶ

⇒「実践から学ぶ」とは？「実践から学ぶ」には？
実践をめぐるチーム内のワークショップから



プロジェクト内の議論から「実践」へ

アレッセ高岡さんとの共同開催

● 散在地域で実践を共有しよう
● 散在地域だからつながっていこう
● 散在地域だからこそ！を発信しよう

【ワークショップ概要】

•開催日時：2023年10月21日（土） 13：00～16：30
•場所：高岡市男女平等推進センター会議室（富山県高岡市）
•共催：アレッセ高岡
•参加者：28名（教員、大学生、支援者、その他）



本報告会の趣旨と展開

1. 実施報告：菅原雅枝
2. ワークショップを通して学んだこと
・語り合いから得られること

登壇者から：深澤のぞみ

企画者から：青木由香

・語り合うために

どう語るか：村澤慶昭

どう聴くか：髙栁なな枝

1. まとめ：今澤悌



プログラム

1. 趣旨説明
2. 実践報告「図画工作科と算数科の横断
型学習のための日本語指導教材の作成
－活動を通した教科学習の促進を目指
してー」

3. 第1回グループディスカッション
：確認すべきことは何？

⇒ 事実確認の質問タイム
４．第2回グループディスカッション

：深めたいことは何？
⇒ 全体協議
５．第3回グループディスカッション

：得られたことは何？
６．まとめ



実践報告の概要

実践の場：金沢大学附属小学校日本語適応教室「さくら」

対象児童：4年生男児（母語：ペルシア語）←算数に苦手意識
実践者の問題意識：個別指導の後、一斉指導の学習に移行

⇒ 初期日本語指導を教科の理解につなげることが困難

実践の目標：図画工作科の指導を起点とし、教科の語彙・表現

との関連を意識的にもたせ、さらに教科の理解

そのものを促進させる。

成果：① 図形の名前など、算数でも使われる語彙が多く、

児童は自分で図形を描きながら言葉を覚えた。

② その活動を想起させながら、算数の学習を導入し、

図工で学んだ知識を算数でも活用できた。



ディスカッション
－ひとつの現場からわたしたちの現場へ－



報告することで得られること：登壇者から



報告することで得られること：登壇者から



普段は孤軍奮闘・・・
→様々な立場の人との出会い
→様々な見方・意見との出会い

語り合うことで得られること：企画者から

(n=15)



立場の違いで見え方が違うこ

とを、ディスカッションで言
語化することで共通認識とす
ることができました。

様々な日本語支援の場所がある
ことを知れたため

「繋ぐ、繋げる」ことの大切

さを改めて実感し、自分の実
践に生かしたいと思います

先生方や地域の皆さんの熱意
や孤独感を改めて感じました

教員以外の方と考えを交

流し、学びということの
本質に迫れたこと集住地区と散在地区を比較する

ことで、それぞれのメリット・
デメリットに気がつけた。

自分とは立場の異なる、教

育委員会の方や学校教員の
方の話を聞くことができ、
様々な実践例を知ることが

できたから。

教員からの自分とは違う見
方を知ることができて。

様々なディスカッションから

『つなぐ』というテーマが見
えてきました。自分にこれか
ら何ができるのか、考えてい

きたいと思います。

場自身が横断的で多くの
学びを得ました。

学校関係だけではなく、様々な

お立場の方と意見交換ができ、
大変有意義な時間を過ごすこと

ができました。

語り合うことで得られること：企画者から

(n=15)



日々みんなで記録を大事に
して、情報交換。

学校内でたくさんの関係
者がいるため情報交換し

ています。児童に関わる

人がたくさんいて、声か
けも多いと思います。

もともと知り合いだった参加者の先
生と共に、参加者を募って勉強会を

開いている。

LINE交換は大事でした。グループ
で率直にはなせてよかったです。

富山市や滑川市の先生方と勉強
会を開いたり、県外の先生から

情報を得たりしている。

職場で外国人児童の相談、連絡など意
見交流、情報交流が多くなっています。

みんなで見てるかんじに。まだ地域の
協力は得れていないです。

践において変化はありましたか。

WS3ヶ月後のフォローアップ・アンケート (n=6)

普段の生活の中で使う日本語をツール
（折り紙）を使って（折る、合わせる、

開く、半分、角、三角、四角など）実践
的な活動を通じて算数教科につながった

教科用語を意識して、体験的なこと、自
分の考えをアウトプットすることを大事

にするようになりました。子供たちの日
記はじめました。少しずつ。



どう語るか
－同じ“土俵”で対話・議論し、学びを深めるために発信者が言語化して伝えるべき情報－

実践の背景・⽬指すところ
当該実践がどのような流れの中で⾏われているか。どのような⼒の習得を⽬指しているか。

実践の環境（⽣活・学び）
どこで、どのような⽣活環境・学習環境で⾏われているか。

⼦どもの情報
実践に関わる⼦どものルーツやことばに関する情報などに過不⾜なく伝えられているか。

実践者の情報
どのような⼈が実践を⾏っているか（関わっている⼈々も含め）。

伝えたいこと・議論したいこと
この実践を通して誰に、何を伝え、どのような議論をしたいか。

イラスト出典https://www.ac-illust.com/

（ 村
澤）



どうきく（聴く）か ～受け止める

「自分には関係ない」

「自分の現場は全く違う」

違う立場、違う視点から

話をきき学ぶ。

発表実践

「特有の状況」について注目

実践から見えてくるポイントが

何かを考えながらきく。

どう自分の現場に還元できるか。

自分の現場、自分の立場で、

何ができるか考える。



①事実確認の質問
②実践者にもっとききたいことは？＝参加者全員で議論を深めたいポイントは何か

★対話につなげる質問をするときのポイント
「立場や背景」「質問の意図」を含め発言する。

どうきく（訊く）か ～対話につなげる質問

子どもの学びの本質にかかわるような大きな問いに。

問いを考えていくことを通して、

「こういうことを考えていきたいんだ」という思考の言語化に。

実践から語り合うことが深まる。



ご清聴ありがとうございました

阿部朱理（金沢大学附属小学校）
中川佑紀（金沢大学附属小学校）
深澤のぞみ（金沢子どもスタディサポート）

菅原雅枝（愛知教育大学）
青木由香（NPO法人アレッセ高岡）
今澤悌（甲府市立大国小学校）
工藤聖子（東京学芸大学）
髙栁なな枝（地球っ子クラブ2000）
築樋博子（豊橋市教育委員会）
村澤慶昭（武蔵野大学）

横溝亮（横浜市教育委員会）

子どもの日本語教育研究会
研究企画委員会 プロジェクトA

実践報告

2025年夏
ワークショップ開催（予定）

「実践を伝える・聴く・語り合う」会を皆さん
の地域での主催をご希望する方は、
子どもの日本語教育研究会事務局まで

ご連絡ください。
アドレスは👇

kodomononihongokyoiku@gmail.com


